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ゴ
ョ
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n
e
y

（
時
は
 

金
な
り
）
時
間
は
、
大
変
 

貴
重
な
も
の
で
金
銭
と
同
 

じ
く
ら
い
価
値
が
あ
る
と
 

い
う
意
味
で
す
が
「
一
刻
 

こ
と
わ
ぎ
 

千
金
」
と
同
じ
よ
う
な
諺
 

で
す
▼
英
米
人
に
と
っ
て
 

は、
ti
ョ
の
（
時
間
）
と
ョ
o
ney 

（
金
）
は
、
等
質
な
も
の
で
 

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
人
を
待
た
せ
る
こ
と
 

は
、
そ
の
人
の
貴
重
な
「
時
間
」
を
奪
う
 

こ
と
に
な
る
の
で
、
罪
悪
な
こ
と
だ
と
 

さ
れ
て
い
ま
す
▼
私
達
日
本
人
の
感
覚
 

は
ど
う
で
し
ょ
う
（
?
）
時
と
金
と
は
異
 

質
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
は
。
 

人
を
待
た
せ
る
こ
と
を
何
と
も
思
わ
な
 

い
人
が
け
っ
こ
う
多
い
の
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
が
（
？
・
）
▼
時
間
と
言
え
ば
、
地
 

方
独
特
の
「
〇
〇
時
間
」
が
日
常
化
し
て
 

い
る
傾
向
が
目
立
ち
ま
す
。
例
え
ば
 

「
赤
池
時
間
」
。
会
議
が
あ
る
場
合
な
ど
、
 

開
催
時
間
が
大
幅
に
遅
れ
た
り
、
遅
れ
 

る
こ
と
を
予
想
し
て
出
席
し
た
り
、
遅
 

延
す
る
こ
と
が
常
識
化
し
て
し
ま
い
、
 

そ
の
事
を
回
り
の
人
も
あ
ま
り
と
が
め
 

な
い
。
こ
ん
な
情
況
が
皆
さ
ん
の
地
域
 

に
も
あ
る
の
で
は
？
▼
六
月
十
日
は
、
 

「
時
の
記
念
日
」
 
で
す
。
 
急
が
し
く
て
 

一
分
一
秒
を
惜
し
む
人
も
い
る
で
し
ょ
 

う
が
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
毎
日
 

の
生
活
の
中
で
充
実
し
た
時
間
の
使
 

い
方
を
考
え
た
い
も
の
で
す
▼
ク
光
陰
 

矢
の
ご
と
し
〉
、
本
当
に
時
間
の
た
つ
の
 

は
早
い
も
の
で
す
。
 
一
日
一
日
を
充
実
 

す
ろ
二
め
に
、
無
駄
な
時
間
を
送
ら
 

な
い
に
日
々
是
好
日
』
 
で
あ
り
た
い
。
 



、
、
J
ノ
 

つU 

ノ
‘
、
、
 

竃
役
織
あ
を
 化

 
た一 

乙U で
す
 

ひ
と
昔
前
と
比
べ
る
と
、
ご
み
を
出
す
と
き
の
ガ
約
束
事
）
が
多
く
 

な
り
ま
し
た
よ
ね
。
収
集
日
が
決
め
ら
れ
た
り
、
缶
や
ビ
ン
は
分
別
し
 

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
今
、
 

ご
み
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

2
月
に
町
内
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
 
「
家
庭
ご
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
 

行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
収
集
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
 

一
権
擁
護
委
員
制
魔
畿
蓮
存
短
一
で
虜
雄
 

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
児
な
ど
、
 

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
き
な
 

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
代
 

を
担
う
子
ど
も
の
人
権
を
積
極
的
に
擁
 

護
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

『
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
』
ー
い
じ
 

め
を
、
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
が
 

さ
な
い
ー
を
啓
発
活
動
の
重
点
目
標
に
 

掲
げ
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
 

い
ま
す
。
 

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
 

6
月
1

日
を
 
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
 

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
 

ん
と
共
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
 

努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
 

す
。
赤
池
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
 

て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
3
名
の
人
 

権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。
 

o
大
田
和
男
（
中
谷
）
冒
 28 

1
3
1
2
1
 

o
大
竹
敏
魔
（
貴
船
）
冒
 28 

1
2
6
5
6
 

農業委員会の選挙 

任期満了による農業委員会選挙が、次 

のとおり行なわれます0 

回立候補できる人は 

0農業委員会の区域内に住所を有する 

20歳以上（選挙期日現在）の者で、 

10アール以上の農地を耕作する者0 

〇この者と同居している親族または配 

偶者で、年間おおむね60日以上耕作 

に従事する者0 

※その他、 くわしくは町選挙管理委員 

会へ間い合わせください。 

⑨立候補の受付は 

告示の目(7月2日）当日のみ午前8 

時半から午後5時まで 

赤池町選挙管理委員会（役場内）で受 

け付け。（郵便によることなく文書で届 

出） 

＠投票できる人は 

今年1月I日現在で農家の皆さんから 

提出された申請書に基づき作成した選挙 

人名簿に登録されている人で、投票日当 

日も赤池町に住所を有し、法で決められ 

た欠格事由に該当しない人です。 

⑥投票場所・時間 

赤池町役場（旧第2公民館） 

午前7時から午後6時まで 

一ー一開票 町民会館 

o
藤
本
鈴
子
（
猿
畑
）
曾
 28 

1
5
4
8
8
 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
 

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

犠
壌
職
報
酬
等
審
議
会
開
構
養
 

現
在
、
赤
池
町
は
国
、
県
の
指
導
の
 

下
、
町
再
建
に
向
け
町
民
一
丸
と
な
り
 

鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

町
財
政
の
歳
出
削
減
を
図
る
た
め
に
 

は
、
特
に
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
お
 

り
、
な
か
で
も
特
別
職
（
町
4
役
・
議
 

員
）
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
年
 

度
以
降
据
置
き
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

そ
の
結
果
、
田
川
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
 

福
岡
県
内
で
も
最
低
の
額
と
な
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

特
別
職
の
職
務
実
態
を
み
ま
す
と
、
 

厳
し
い
財
政
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

町
の
振
興
の
た
め
の
各
種
施
策
の
拡
充
・
 

推
進
、
勤
務
時
間
の
内
外
を
問
わ
ず
職
 

務
に
精
励
し
て
お
り
、
町
民
の
福
祉
向
 

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

.町内地区別回答率他 1
 

地区 上野 市場 赤池 中尾 
- 

r1
.1

回名、 4

%
 

A
什
 

ハくU 42.2 
% 

4
%
 

ハ
く
。
 6

 
31.5 

% 
37.9 

% 

平 均 
世帯数 

3

.

6

 

人
 

3 . 5
A 

29
人 

2

.

8

 

人
 

鰯
人
 

均
数
 

平
袋
 

5.8 54 6.4 6.6 8.9 

※町内の回答率は、38.2％でした。 

7．現在、燃えるゴミは週2回、燃えない 4‘現在のゴミ収集運搬手数料 

ゴミは、月2回収集を検討しています。 についてどう思いますか。 

料金が高くなっても実施してほしいですか？ 
安い5.3 % 

福岡県戦時資料展 

と き8月3日～8月11日 

午前9時～午後5時 

ところ直方市役所8階大会議室 
直方市殿町7番1号 
容 09492-5-2000 

内 容満州戦争から太平洋戦 

争までの資料 

問い合わせ 

福岡県総務部総務課総務係 
、 容092-622-0804 ノ 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、
特
別
 

職
報
酬
等
の
審
議
会
（
立
花
杉
夫
会
長
）
 

が
開
か
れ
、
改
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

一
「
週
間
の
法
定
瞬
一
時
聞
 

が
 40 
時
間
と
な
り
ま
す
。
 

平
成
9
年
 

4

月

1

日
よ
り
 

現
在
の
週
法
定
労
働
時
間
は
、
企
業
 

規
模
で
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
 

9
年
4
月
1

日
か
ら
週
 40 

時
間
と
な
り
 

ま
す
。
計
画
的
な
労
働
時
間
の
短
縮
を
 

図
っ
て
下
さ
い
。
⑨
問
い
合
わ
せ
 
田
川
 

労
働
基
準
監
督
署
廿
 42 

1
0
3
8
0
 

5 ．ゴミ手数料は、ゴミ量にかかわらず 2 ．最近のゴミ量はどうですか？ 

同じ料金ですが、どう思いますか？ 
増えている 

13.6 94 
減っている 

14.9 % 

3 ．現在ゴミ手数料は月545円で 

すが、実際は一世帯あたり月 

180円の補助をしていること 

を知っていますか？ 

6 ．最近、他の市町村で指定袋のゴミ 

しか収集しなし寸指定袋制」が導入 

されていますが、知っていますか？ 

知らない 

/\ 

聞いたことがある 

27.4 % 

【結果分析】 
」 1．平均世帯人員は3.1人で、農村部が3.5 

人、町部が3.0人である。 

2. 1 世帯当たりの必要な袋数は、8袋であ 

るが、全町平均では6.4袋である。 

3．ゴミ量は変わっていない。増えている 

と答えた家庭の理由は世帯員数の増加 

と考えられる。 

ゴミ収集運搬手数料は、現状のままで良 

いが多い。 

5．世帯ごと一律の現在の料金に対する不 

公平感は、少世帯では問題意識を持っ 

ているが意見は分かれる。 

6．指定袋制については、以外と良く知っ 

ている0 

7．週2回収集の必要性は圧倒的に今まで 

のままで良いが多いが、地区ごとに特 

徴があると云える。 

【意見欄】 

・粗大ごみの収集をして欲しいが一番多い。 

・夏場だけでも週2回収集を実施して欲し 
い0 

uJ 
一
 
[
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、
 

◆
 

4. 

人
間
の
歯
は
何
本
あ
5
る
か
 

ク
イ
ズ
で
す
。
さ
て
、
人
 

の
歯
は
何
本
あ
る
の
の
で
し
ょ
 

う
？
・
え
っ
／
何
本
あ
る
ん
だ
？
・
 

と
あ
ら
た
め
て
ご
自
分
の
歯
を
数
え
る
 

人
も
あ
る
の
で
は
。
（
答
は
最
後
に
）
 

人
の
平
均
寿
命
は
 
「
人
生
 80 

年
」
と
 

言
わ
れ
る
ほ
ど
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
 

歯
の
平
均
寿
命
は
現
実
に
は
な
ん
と
 50 

才
と
短
命
な
の
で
す
。
御
高
年
に
な
る
 

と
歯
を
失
う
人
が
多
く
な
り
ま
す
。
ふ
 

つ
う
 40 

才
の
人
の
歯
の
本
数
は
平
均
 25 

本
で
す
。
 
50 

才
で
は
 22 

本
と
な
り
、
年
 

を
と
る
に
従
っ
て
年
ぱ
少
く
な
り
、
男
 

性
の
平
均
寿
命
の
 76 

才
で
は
半
数
以
上
 

の
人
が
ま
っ
た
く
歯
の
な
い
状
罷
一
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
中
年
過
ぎ
て
 

歯
を
失
う
最
大
の
原
因
は
む
し
歯
、
一
一
 

番
目
が
歯
槽
膿
漏
で
す
。
 
一
生
自
分
の
 

歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
 

た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
を
予
防
す
る
こ
 

と
が
な
に
よ
り
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

む
し
歯
の
予
防
は
第
一
に
糖
分
を
と
 

る
回
数
と
量
を
減
ら
し
口
中
滞
在
時
間
 

を
少
な
く
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
む
し
 

歯
菌
が
住
む
歯
垢
（
歯
く
そ
？
プ
ラ
ー
 

ク
と
も
い
う
）
を
た
め
な
い
よ
う
に
歯
 

み
が
き
を
励
行
す
る
こ
と
で
す
。
 
一
日
 

回
は
み
が
き
、
残
し
の
な
い
よ
う
て
 

い
ね
い
に
み
が
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

次
に
歯
槽
膿
漏
で
す
が
、
歯
と
歯
ぐ
き
 

の
あ
い
だ
に
バ
イ
キ
ン
が
は
い
り
込
み
、
 

歯
ぐ
き
の
傷
口
が
い
つ
も
化
膿
し
て
い
 

る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 
そ
し
て
歯
 

が
ぐ
ら
つ
き
は
じ
め
、
抜
け
落
ち
て
し
 

ま
う
の
で
す
が
、
中
年
過
ぎ
の
ほ
と
ん
 

ど
が
軽
い
重
い
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
 

こ
の
歯
槽
膿
漏
に
お
か
さ
れ
て
い
る
と
 

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て
他
人
ご
 

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
適
切
な
 

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
歯
石
除
去
が
有
効
で
 

す。 6
月
4

日
、
 10 

日
ま
で
は
 
「
歯
の
衛
 

生
週
間
」
 
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
自
分
 

の
口
の
中
を
鏡
に
映
し
て
点
検
し
て
み
 

ま
せ
ん
か
？
・
気
に
な
る
方
は
、
 
一
度
検
 

診
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
9
月
の
総
 

合
検
診
で
も
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

40 

才
を
過
ぎ
た
ら
歯
も
検
診
を
受
け
て
、
 

今
残
っ
て
い
る
歯
を
大
切
に
長
持
ち
さ
 

せ
、
「
 80 

才
に
な
っ
て
も
 20 

本
の
噛
め
る
 

歯
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
。
こ
れ
が
8
0
2
 

0
運
動
で
す
。
 

ク
イ
ズ
の
答
え
●
大
人
は
 28 

本
（
親
 

知
ら
ず
を
入
れ
て
 

ジノ
 

ー
 

ー
 
‘ー 

ー

ー

 

ー
 

32 

本
）
乳
歯
の
子
 

かラ 

供
は
生
え
そ
ろ
っ
 

て
 20 

本
で
す
。
 

ガ
ラ
 



(5 ) 

教育委員が変わりました。 
村上農慈さん（常福）、小松宏さん 

（大浦）の辞任により、後任に小松義 

ーさん（大浦）、尾木智子さん（原田） 

が新たに教育委員になりました。 

今後のご活躍を期待いたします。 

小松義一委員 尾木智子委員 

町民会館はどんなことを 
するんですか？ 

上野、市場小学校の4年生が相次ぎ社会 

見学で町民会館を訪れました。 

「ここは何をする所ですか？』 『何人ぐら 

いの人が利用しますか？』など、目を輝や： 

かせて元気に質問していました。 

職員も小さな「 

訪問者達に緊張 

気味に答えてい 

ました0 

日頃、馴染み 

の少ない所です 

が、町民が大い，, 
に利田で去ろ令 ：「 

稀ぞすらそ逗lIi 
非皆さんもご利ン」： 

用下さい0 ':': 

福岡県代表で 「『 

インターハイに出場 

5月18日、飯塚総合体育館で行なわれだI」 

高校男子バドミントン九州大会（個人の部）: 「g 
で優隣Lか稲」着寿一くん了 

」’‘ ~ ~’"’ ~ ’ ー ’'“ ーノ’‘ 、 ‘ ー . 

「一“■ 

（大干日’か、ど月上伯Jに山，, 

梨県で開催されるインタ： ：・ 

ーハイ（全国高校生大会メI 

に福岡県を代表して出場ミ 

します。暖かい声援をお. 」： 

願いします。 ・ 

4月27日～29日、3日間行なわ 

れた上野焼陶器まつりに県外から 

2万人の人が訪れ大盛況でした。 

好天にも恵まれましたが、年々盛 

り上がりを感じます0 

秋の陶器まつりも開催の予定です0 

よろしくお願いします0 

圏 ひc'oぐフcス40\鍋ぐ琶致 1QQo くソり 
5月19日、快晴の下で行なわれた、3年ぶりの体育祭。 

2年間のうっぶんを晴らすかのような五月晴れに恵まれ、町 

民3,000人の熱気と歓声で渦巻きました。 

午前8時30分、国旗、町旗を先頭に選手の入場が始まりま 
した。開会セレモニーが終わると小学生の障害物競走を皮切 

りに体育祭の幕がおとされました。 
今年の目玉は「応援合戦」。 どの地区も趣向をこらしたもの 

ばかり。本格的な応援団の登場があったり、鯉のぼりが空に 
たなびき、鳥が舞い、人が踊り・・・と熱狂、熱演の賑わいでし 
た。ハイライトは、やはり対抗リレー。地区公民館対抗リレー 

は7区が制し、今年度の総合優勝は9支所でした。 
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▼決まった！ 

人間ピラミット（3区） 

事ノ 

▲福芳孝之君（3区）のカ強い宣誓 ▲五月の体育祭にふさわしく（7区応援） 

▲激走ノ（子ども対抗リレー） 

ビ、郵聾“一 

▲次は何があるの～（障害物競争） 
窟りIA 
▲すこし化粧が厚かったかな（7 ) 

う
ん
・
誰
の
 

お
い
て
行
か
な
い
で
 

ト
 

（
む
か
で
競
走
）
 

''1"=”で”手寓う『γ 

イ
チ
・
ニ
・
イ
チ
・
一
一
 

う
4

調
子
が
合
わ
ん
（
夫
妻
き
ど
り
）
 

雌
 

勘
 

叫
 

▲ボク魚じゃないョー 

▼ダントツ1番 

l 4 
麟 

▲足の短かい方力哨利だな～（仲よしこみち） ▲急そげー回われー（プロック対抗） 

t 
▲蝶のように舞う ▲おいおい、寝てる場合じゃネーだろ ▲もう後ろはいないョ 

マーW ▲釣れたー貝が（?) 

職場対抗優勝チーム 

（女子ソフト・体育指導員チーム） 

ト
 

縄
が
足
に
か
ら
ん
だ
よ
 

走
る
よ
り
飛
べ
ー
o
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餌
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へ
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子
F
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畑
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出
て
こ
い
時
代
の
創
造
力
 

福
岡
県
職
員
採
用
試
験
 

平
成
8
年
度
福
岡
県
職
員
採
用
（
E
 

級
・
中
級
）
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

◆
採
用
試
験
と
予
定
数
 

上
級
o

行
政
 38 

人
o

学
校
事
務
 15 

人
 

o
土
木
 31 

人
 36 

農
業
 17 

人
 

o
そ
の
他
職
種
 29 

人
 

中
級
o

行
政
 42 

人
o

学
校
事
務
8
人
 

o
警
察
事
務
 12 

人
o

栄
養
2
人
 

◆
受
験
資
格
⑨
上
級
廿
昭
和
 42 

年
4
月
 

2
日
か
ら
昭
和
 50 

年
4
月
1

日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
人
回
中
級
H
昭
和
 46 

年
 

4
月
1

日
か
ら
昭
和
 52 

年
4
月
1

日
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
 
た
だ
し
栄
養
 

士
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士
の
免
許
を
 

有
す
る
人
又
は
平
成
9
年
5
月
ま
で
 

に
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
人
 

◆
受
付
期
間
⑥
上
級
5
月
 27 

日
、
6
月
 

7
日
⑥
中
級
7
月
1
日
、
 12 

日
 

◆
試
験
日
⑥
上
級
6
月
 30 

日
回
⑥
中
級
 

8
月
4

日
回
 

◆
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
 

容

0

9

2

1

6

4

1

1

3

8

8

3

 

議
暑
奮
木
（
高
校
卒
業
程
度
）
 

福
岡
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

◆
受
験
資
格
昭
和
 51 

年
4
月
2

日
か
ら
 

昭
和
 54 

年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
人
 

◆
受
付
期
間
6
月
 26 

日
、
7
月
3

日
 

、ノ 
[I ‘、 

圏
奪
回
圏
 

男
女
雇
用
機
会
均
等
講
演
会
 

6
月
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」
で
 

す
。
講
演
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

．
日
 

時
 
6
月
 19 

日
困
 14 

時
、
 

．
場
 

所
 
飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

容
0
9
4
8
1
 22 

1
3
2
7
4
 

．
講
 

師
 
弁
護
士
 
中
嶋
通
子
氏
 

．
対
象
者
 
企
業
経
営
者
、
人
事
労
務
担
 

者
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
人
 

．
申
込
締
切
 
6
月
 14 

日
圏
 

．
申
込
先
 
福
岡
県
筑
豊
労
働
事
務
所
 

容
0
9
4
8
1
 22 

1
1
1
4
9
 

筑
豊
地
区
勤
労
青
少
年
の
つ
ど
い
 

．
日
 

時
 
7
月
 13 

日
田
、
 14 

日
回
 

．
場
 

所
 
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
 

．
内
 

容
 

一
泊
キ
ャ
ン
プ
 

．
対
象
者
 
30 

歳
未
満
の
勤
労
者
 

◆
試
験
日
 
9
月
8
日
回
 

◆
採
用
予
定
人
員
九
州
地
区
で
約
 65 

名
 

◆
問
い
合
わ
せ
 
田
川
税
務
署
容
 44 

ー
 

0
4
A
n
'
U
0
 

消
防
設
備
士
試
験
と
準
備
講
習
会
 

田
川
地
区
消
防
設
備
士
試
験
と
準
備
 

講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

◆
試
験
日
 
8
月
4

日
 

◆
準
備
講
習
会
 

⑥
と
き
 
7
月
 20
 

日
田
、
 22
 

日
回
（
3

日
間
）
 

⑥
と
こ
ろ
九
州
工
業
技
術
専
門
学
校
 

直
方
市
山
部
七
五
一
番
地
 

⑥
講
習
科
目
 

甲
種
 
第
1
類
・
第
4
類
 

乙
種
 
第
1
類
・
第
4
類
・
第
6
類
 

◆
受
付
 
6
月
 17 

日
囲
、
 24 

日
囲
 

◆
問
い
合
わ
せ
田
川
地
区
消
防
本
部
予
 

防
課
危
険
物
係
谷
 44 

1
0
6
5
0
 

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
 

◆
受
験
資
格
 
特
に
制
限
は
な
し
 

◆
試
験
日
 
8
月
6

日
因
 

◆
試
験
場
所
 
第
一
薬
科
大
学
 

福
岡
市
南
区
玉
川
町
 22 

番
1
号
 

◆
試
験
科
目
⑥
筆
記
試
験
切
法
規
団
基
 

礎
化
当
団
取
扱
方
法
＠
実
地
試
験
毒
 

物
及
び
劇
物
の
識
別
及
び
取
扱
方
法
 

◆
受
付
期
間
6
月
 17 

日
卿
5
 21 

日
岡
 

◆
問
い
合
わ
せ
田
川
保
健
所
容
 44 

1
0
 

6
6
6

（
田
川
市
伊
田
松
原
）
 

福

岡

県

保

母

試

験

 

◆
試
験
日
 
8
月
7

日
困
、
9
日
圏
 

◆
会
 
場
 

第
一
保
育
短
期
大
学
及
び
 

第
一
経
済
大
学
 

◆
受
 
付
 
6
月
3
日
囲
、
 18 

日
因
 

、

、

 

◆
問
い
合
わ
せ
田
川
福
祉
事
務
所
容
 44
 

1
8
1
1
1
 

平
成
8
年

度

調

理

師

試

験

 

◆
試
験
日
 
7
月
 29 

日
側
 

◆
受
付
期
間
 
6
月
3
日
側
、
7
日
圏
 

◆
試
験
地
 
北
九
州
大
学
ー
福
岡
大
学
 

◆
問
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
所
保
健
予
 

防
課
予
防
係
容
 44 

1
0
6
6
6
 

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
回
収
機
を
 

を
設
置
ー
下
田
川
衛
生
組
合
ー
 

下
田
川
衛
生
組
合
（
赤
池
町
ほ
か
3
 

町
）
で
は
、
環
境
保
全
促
進
事
業
と
し
 

て
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
争
施
行
者
 

協
議
会
か
ら
の
助
成
に
よ
り
、
下
田
川
 

塵
芥
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
 

収
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

こ
の
回
数
機
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
 

ら
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た
冷
蔵
庫
、
 

エ
ア
コ
ン
の
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
回
収
す
る
 

も
の
で
、
4
月
か
ら
稼
動
し
て
い
ま
す
。
 

舞
に
 γ

ぬ
唾
」
し
？
格
ビ
旨
り
鼻
蹄
n
5
9
 

』」パ●層濃」 

欧
米
は
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
、
肥
満
 

が
成
人
病
の
原
因
の
ー
つ
に
挙
げ
ら
れ
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
肥
満
は
糖
尿
 

病
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
 

化
症
と
い
っ
た
成
人
病
を
発
症
さ
せ
る
 

最
大
の
危
除
一
子
（
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
）
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
肥
満
 

に
な
ら
な
い
こ
と
が
成
人
病
を
予
防
す
 

る
う
え
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
対
策
と
 

な
る
の
で
す
。
 

食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
が
 

ふ
聾
 

肥
満
の
原
因
 

肥
満
を
予
防
す
る
に
は
、
そ
の
 

原
因
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
 

す
。
食
べ
過
ぎ
や
誤
っ
た
食
べ
方
 

（
偏
食
）
、
運
動
不
足
な
ど
、
主
と
 

し
て
食
生
活
を
含
め
た
ラ
イ
フ
ス
 

タ
イ
ル
の
異
常
が
原
因
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

食
べ
過
ぎ
は
、
体
が
必
要
と
す
 

る
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
る
こ
 

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
余
分
な
 

このコーナーは田川市郡の情報コーナーです。 

田 川市 
。市立美術館 

第5回英展～人物・風俗 

6月4日～23日 

。筑豊地区空手道大会 

6月9日9時30分～ 

田川総合体育館 

金 田 町 

。町制施行80周年記念イベント 

6月8日・9日 

帯船・花k木のんびりl腸 

庁舎落成式と記念イベント 

。ふれあい朝市 

毎週土曜日7時～13時 

金田駅西口 

方城町 
。小中学生通学合宿 

6月13日困～15日出 

中央公民館及び福祉会館 

。農産物直売ふれあい市 

毎馴躍日午前9蹴0分～ 

町立医療センター前 

糸 田 町 

親子ふれあい魚っかみ大会 

6月30日9時30分～ 

糸田町民プール 

香春町 

ふれあい朝市 

毎週日曜日午前8時～ 

役場前広場 

大任町 
少年野外スクール 

6月15日出-16日旧） 

大任町自然の森キャンプ場 

赤 村 

Do You農「ザ・田植え」 

6月1日～2日 

源じいの森・福祉会館 

添 田 町 

旬の駅 

毎週土曜日午前10時～ 

旧伊原駅前広場 

巴満・の矛・防電 
t 生 活 

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪
と
な
っ
て
体
に
蓄
 

え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
 

食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
に
は
、
食
事
の
時
 

間
を
規
則
正
し
く
守
る
こ
と
や
腹
八
分
 

目
の
食
べ
方
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
な
 

ど
が
大
切
で
す
。
 
ま
た
、
高
カ
ロ
リ
ー
 

の
脂
肪
が
多
く
含
ま
れ
た
食
品
や
甘
い
 

も
の
な
ど
体
の
中
で
脂
肪
に
変
わ
り
や
 

す
い
食
品
を
避
け
る
こ
と
、
間
食
を
控
 

え
る
こ
と
な
ど
も
大
切
で
す
。
 

懲
 

習
慣
」
 

少
な
一
 

肥
満
一
 

え
れ
一
 

●

」

＋

‘

、

 し
か
し
、
肥
満
の
原
因
に
遺
伝
が
 

関
係
す
る
の
は
二
五
％
ぐ
ら
い
で
、
 

残
り
の
七
五
％
は
食
生
活
、
運
動
 

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
食
べ
物
が
 

か
っ
た
戦
時
中
や
終
戦
直
後
に
は
、
 

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
考
 

は
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

す
れ
に
し
ろ
、
肥
満
を
予
防
す
る
 

、
食
べ
過
ぎ
や
誤
っ
た
食
べ
方
を
 

曙）"］壌ゃq
，立，u
魂
扇
 

の
 

d
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・・日りA
昂
・
・
‘
・
あ
 

話
 

『
奇
一
‘
A
 

ど
か
食
い
、
ま
と
め
食
い
と
い
っ
た
 

誤
っ
た
食
べ
方
も
肥
満
の
原
因
で
す
。
 

「
夜
食
症
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
日
 

に
食
べ
る
量
の
半
分
以
上
を
夜
間
に
と
 

る
よ
う
な
食
べ
方
は
、
食
べ
過
ぎ
で
な
 

く
て
も
太
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
 

運
動
不
足
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
 

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
減
ら
し
、
 

余
分
な
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
の
中
に
た
め
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
そ
の
う
え
、
体
 

ーノ 

の
中
で
脂
肪
を
つ
く
り
や
す
く
し
、
 

曲
幻
ノ
 
6

‘
 
二
月
且
メ
‘
一
 
く
十
＼
て
ー
く
l
 

H
叱
消
費
ェ
ネ
ル
ギ
ー
の
六
〇
、
七
〇
 

％
を
占
め
る
安
静
時
の
代
謝
ェ
ネ
 

ル
ギ
ー
を
減
ら
す
な
ど
、
太
り
や
す
 

い
体
質
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

遺
伝
が
肥
満
に
関
係
す
る
の
 

は
 
ニ
割
ぐ
ら
い
 

最
近
、
太
る
の
は
遺
伝
の
せ
い
 

で
あ
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
 

避
け
た
食
生
活
を
確
立
す
る
こ
と
と
、
 

運
動
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
 

で
す
。
 

．
参
加
料
 

四
千
円
 

●
募
集
期
間
 
6
月
3
日
、
 28 

日
 

．
問
い
合
わ
せ
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
 

容
0
9
4
8
1
 22 

1
1
1
4
9
 

痴
呆
性
老
人
家
族
の
つ
ど
い
 

．
日
 

時
 
毎
月
第
3
火
曜
日
 13 

時
、
 

．
場
 

所
 
田
川
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

（
田
川
警
察
署
前
）
 

．
対
 

象
 
痴
呆
性
老
人
に
関
わ
る
家
族
 

ま
た
は
介
護
経
験
者
 

●
問
い
合
わ
せ
 
田
川
保
健
所
公
 44 

1
0
 

6
6
6

・
田
川
保
健
セ
ン
タ
ー
容
 44
 

ー
（
×
）
n
ノ
］
[
1
0
 

看
護
職
員
再
就
業
移
動
相
談
 

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
い
た
だ
 

く
た
め
に
、
求
人
求
職
情
報
及
び
最
新
 

の
医
療
、
看
護
情
報
の
提
供
等
再
就
業
 

移
動
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
 

．
日
 

時
 
7
月
 10 

日
困
 10 

時
、
 16 

時
 

．
会
 

場
 
田
川
保
健
所
 

●
問
い
合
わ
せ
福
岡
県
看
護
協
会
容
0
 

aJn
乙
ー
”
1
1

月a
ュ
ー
二
J
n
乙
n
U

ハ‘。 

福
岡
県
大
学
等
未
就
職
卒
業
者
 

合
同
会
社
面
談
会
 

直
ち
に
就
職
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
 

方
を
対
象
に
、
地
元
企
業
と
の
合
同
面
 

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

．
日
時
 
6
月
 17 

日
側
 12 

時
5
 17 

時
 

．
場
 
所
 
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
8
F
ホ
ー
ル
 

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
2
1
 10 

) 

．
参
加
企
業
 
県
内
企
業
百
社
予
定
 

．
問
い
合
わ
せ
福
岡
県
労
働
部
職
業
安
 

定
課
谷
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1

ー
 

福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
容
0
9
2

ー
 

［
ー
‘
1

ォ
什
1
1
‘
ュ
二
U

「hJ

ハb 

愛
の
お
く
り
も
の
 （
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
o

西
川
秀
浩
（
小
藤
）
故
和
 

子
o

木
村
照
明
（
市
場
）
故
由
夫
o

吉
田
 

英
樹
（
赤
池
3
7
1

の7
）
故
定
雄
o

堀
川
健
 

次
（
堀
田
）
故
繁
o

太
田
隆
徳
（
中
里
）
故
 

義
徳
o

太
田
勝
正
（
上
里
）
故
マ
サ
子
o
 

亀
谷
愛
治
（
赤
池
3
7
易
2
）
故
フ
ジ
ノ
o

河
 

端
学
（
北
町
）
故
タ
マ
ョ
 

以
上
八
件
で
 

二
十
一
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
、
一
般
一
口
千
円
）
 

o
白
川
シ
ナ
廿
三
ロ
o

白
川
ス
ナ
子
廿
 

一
一
ロ
o

守
田
慶
子
廿
十
ロ
o

有
馬
フ
サ
 

子
廿
一
ロ
o

平
野
マ
チ
コ
廿
一
口
o

大
 

池
保
房
廿
五
口
o

太
田
和
男
廿
五
ロ
o
 

長
野
ミ
ツ
コ
廿
一
ロ
o

奥
村
ウ
メ
ノ
廿
 

' 

五
ロ
o

神
野
一
郎
廿
十
ロ
o

長
野
積
廿
 

十
口
o

吉
田
英
樹
1

一ロo

辻
村
一
子
廿
 

一一口 
【
特
別
賛
助
会
費
】
（
企
業
・
法
人
一
口
一
万
円
）
 

0
の
ん
き
や
廿
一
ロ
o

庚
申
窯
廿
一
ロ
 

o
赤
池
印
刷
廿
一
ロ
o

立
花
建
設
廿
一
一
 

口
o

木
月
商
店
廿
一
ロ
o

ゼ
ン
リ
ン
運
 

輸
廿
一
口
o

太
田
組
廿
一
ロ
o

柏
木
衣
 

料
品
店
廿
二
口
o

柴
田
保
険
事
務
所
廿
 

一口 6月福祉センター行事 
〇休 館 日 3日、10日、16日、17日、24日 

〇心配ごと相談日 7日、18日、27日 
（午前Il時～午後3時30分まで） 

〇健康相談日 11日 

0仏教講演会 13日 
（午前10時3●分～午後2時まで） 

〇演 芸 入館者の方へご自由に舞台 

を提供しています。 

ざ祉バス運行平常通り運行します。ノ
 

【
寄
付
】
o

匿
名
廿
千
七
百
五
十
円
o

匿
 

名
廿
一
万
五
百
円
o

平
野
・
中
川
・
杉
 

万
廿
五
千
円
o

日
隅
米
子
廿
物
品
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
福
祉
バ
ス
内
ふ
れ
あ
 

い
基
金
箱
廿
十
二
万
千
五
百
四
十
四
円
 

【
古
切
手
】
o

辻
村
正
義
廿
八
百
十
二
枚
 

※
皆
さ
ん
、
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
 

ま
し
た
。
 

毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
が
 

休
館
日
に
な
り
ま
す
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

7
月
か
ら
赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
 

休
館
日
が
左
記
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
 

ま
す
。
 

休館 日 

毎
週
月
曜
日
と
第
3

日
曜
日
 

及
び
祝
祭
日
 

'-

4-

~ 

毎
週
土
曜
日
と
日
曜
日
 

及
び
祝
祭
日
 

※
通
常
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
 

は
9

時
か
ら
4

時
 30 

分
ま
で
で
す
。
 

（
入
浴
時
間
は
、
 
10 

時
か
ら
4
時
 30 

分
に
 

延
長
さ
れ
ま
す
）
 

雨

は

じ

き

踊

子

草

の

踊

る

か

な

 

樟
落
葉
掃
く
こ
と
よ
り
の
寺
の
作
務
 

夏

め

く

や

畑

も

人

も

風

の

中

 

み

ち

を

し

き

り

に

見

せ

て

懸

藤

 

み

と

せ

 

ハ
ビ
リ
の
三
年
と
な
り
ぬ
花
茨
 

山
宿
に
蔑
讐
早
ば
や
・
仕
度
さ
れ
 

あ
ら
け
な
き
水
音
に
燃
え
て
濃
山
吹
 

橡
若
葉
人
と
は
小
さ
き
も
の
な
り
し
 

水
底
の
全
部
が
見
え
て
ア
メ
ン
ボ
ウ
 

風

車

よ

く

ま

ふ

英

彦

の

土

産

店

 

新

樹

林

焦

が

さ

ん

ば

か

り

不

動

尊

 

駒 て 公園秋 昭 幸 陶 ト 妙末 
い 風 i モ 

女子恵女子女子子子子子 

・選者の一歩氏は藤崎久を氏の門下でホトト 
ギス同人であり、日本伝統俳句の筑豊地域代 

表世話人でもあります。 
今日、文学の世界でも差別用語が取沙汰さ 

れる中、正誤を正す意味でも、この俳旬欄は 

欠かせぬものとして掲載しました。 



⑧
 

．
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

（
生
後
3
ケ
月
、
 12 

カ
月
）
 

o
6
月
 18 

日
因
・
 
20 

日
困
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

．
乳
児
相
談
（
母
子
手
帳
を
持
参
の
事
）
 

o
6
月
 17 

日
囲
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

．
風
し
ん
（
生
後
 12 

カ
月
、
 36 

カ
月
）
 

o
6
月
 12 

日
困
・
 
28 

日
団
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14
 

時
 30 

分
 

．
日
本
脳
炎
 

o
6
月
 13 

日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

.
B

・
c

・
G

（
ッ
反
判
定
陰
性
の
人
）
 

o
7
月
9

日
因
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

救
 
命
 
講
 
翼
 

「
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
、
今
、
倒
れ
 

た
ら
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
・
」
 

消
防
署
で
は
、
 
一
般
の
方
を
対
象
に
 

救
命
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

⑥
受
付
は
、
随
時
し
て
い
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

忘れないでネ 

／児童手当の現況届

児童手当の現況届は出しました 

か。この届は、手当が受けられる 

かどうかを確認するための大切な 

手続きです。届け出を出さないと、 

引き続き受給できる資格があって 

も手当が受けられなくなります。 

届け出が、すんでいない人は、直 

ぐに提出して下さい。 6月中です。 

役場年金福祉係 

農家のみなさんノ＼ 

標準小作料が改定になりまtD
平成8年度以降適用する標準小作 

料が次のとおり改定になりました。 

ト標準小作料 
田（10 アール当たり） 

22,000円→20,000円 
畑（10 アール当たり） 9,000円 

ト区域 赤池町全域 

ト問い合わせ 役場産業振興課 

農業委員会事務局 

廿 28一2004（内）263 

毎月1回の学習会です。是非ご 

近所の方もお誘いになってご参加 

下さい。 

●日時 6月19日困 

午後7時30分～ 

●場所 同和対策中央研修所 

●講師 田川市同推協会員 

鬼木坤次郎氏 

●テーマ「これからの啓発且」 

犬をペットとして飼っている人 

が増えています。 

朝・晩の散歩をよく見かけます 

が。犬のフンの始末をしています 

か？ 今、中央公園を始 

め各施設から怒りの声が 

上っています。 マナーを 

守りましょう。 

又、中央公園内に自転 

車の乗り入れをしないよ 

うお願いします。 

田
川
本
署
 
合
 44 

1
0
6
5
0
 

金
田
分
署
 
容
 22 

1
0
3
0
7
 

受
験
準
備
講
習
会
 

保
母
試
験
の
受
験
を
希
望
す
る
人
に
 

受
験
準
備
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

⑥
実
施
期
間
 
7
月
 15 

日
囲
、
 27 

日
困
 

⑥
会
場
 
第
一
経
済
大
学
記
念
厚
生
会
館
 

⑥
申
込
期
間
 

6
月
 10 

日
圏
5
 27 

日
困
 

⑥
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
保
育
連
盟
 

冒
0
9
2
、
6
4
1
、
7
9
3
4
 

露
繊
麟
発
難
議
難
鷲
一
 

夏
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ノ
楽
し
い
夏
の
 

計
画
は
で
き
ま
し
た
か
。
 

夏
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
暑
中
見
舞
 

の
お
便
り
。
郵
便
局
で
は
、
今
年
も
ク
 

ジ
付
き
葉
書
「
か
も
め
、
る
」
 
3
種
類
 

を
発
売
し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

⑥
新
郵
便
番
法
の
お
知
ら
せ
平
成
 10 

年
 

2
月
よ
り
新
し
い
郵
便
番
号
に
変
わ
り
 

ま
す
。
5
け
た
→
7
け
た
に
／
 

大
字
赤
池
→
〒
8
2
2
1
1
1
0
1
 

大
字
上
野
→
〒
8
2
2
1
1
1
0
3
 

大
字
市
場
→
〒
8
 n乙n
乙
1
1

'
I
o
n
'J
 

薯
の
報
慧
い
響
→
〒
8
2
2
1
1
1
1
0
 

『滅 

一
燃
一
難
薮
：
熱
 

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
今
年
も
 

7
月
 20 

日
岡
、
9

月
1

日
回
を
「
サ
 

マ
ー
パ
ー
テ
ィ
‘
 96 

」
と
題
し
て
、
夏
 

の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
 

を
生
バ
ン
ド
の
演
奏
と
歌
と
ダ
ン
ス
で
 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
上
演
。
世
界
最
大
級
の
 

コ
ー
ス
タ
ー
 
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
 
や
、
九
 

州
唯
一
／
後
ろ
向
き
に
走
る
コ
ー
ス
タ
ー
 

「
ブ
ギ
ウ
ギ
ス
ペ
ー
ス
コ
ー
ス
タ
ー
」
も
大
人
 

気
で
す
。
ぜ
ひ
、
休
験
し
て
下
山
d
い。 

●
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
は
年
中
無
休
。
 

消防団員募集 

災害や火災が起った時、すぐ 

さま現場に駆けつけて、消防署 

と一緒に救助や消火にあたるの 

が消防団です。 

消防団では、若い人の入団を 

待っています。 

女性も大歓迎です。 

問い合わせ 

役場総務課消防係 

公28一2004 

0 o 

A ノぐート 焼山文明さん 
（高 尾） 

B パート 池田勝彦さん 
（上野原第一） 

6月例会 

9日（日曜） 

9:30-17:30 

町民会館和室 

日高会長より 

国民安全の日 7 月り日 

生活のすべてに安全を！ 
「無病息災・家内安全」 は、だれもが願うことです。しかし現 
実には、毎年多くの方が不慮の事故で亡ぐなったリ、重軽傷を 
負ったりしてf］ます。 
ふだんの生活で予期せぬ出来事、にれぐらIJなら幻I］だろ動 

「少しの間だけだから」などとIJった不注意p不用心が、事故 
也災害につながります。IJつでも、どこでも、注意也用心を怠 
らなI］習慣をつけたI］ものです0 

まずは家族て話し合13、家庭のなかからf生活のすべでに安 

全をを目指しましよつ恥 

担
当
初
め
て
の
 

広
報
5

月
号
が
無
 

事
（
?
）
出
ま
し
た
。
 

表
紙
や
コ
ー
ナ
ー
 

が
少
し
変
わ
っ
た
 

と
思
い
ま
す
が
、
 

今
後
は
、
若
干
自
分
な
り
の
カ
ラ
ー
を
 

出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

初
版
に
し
て
、
い
ろ
ん
な
方
面
の
方
 

か
ら
苦
言
、
提
言
、
励
ま
し
の
声
等
頂
 

き
ま
し
た
。
反
応
が
大
き
い
こ
と
は
、
 

こ
の
広
報
紙
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
注
目
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
嬉
し
く
思
っ
て
 

い
ま
す
。
今
後
も
、
ご
意
見
・
ァ
ド
バ
 

イ
ス
お
願
い
し
ま
す
。
 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
3
年
ぶ
り
に
 

町
民
体
育
祭
が
行
わ
れ
、
前
担
当
と
し
 

て
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
が
、
 

い
 
わ
 

関
係
者
日
く
、
「
お
前
が
変
わ
っ
た
か
 

ら
晴
れ
た
ん
だ
」
と
。
私
は
雨
男
で
は
 

な
い
。
で
も
昨
年
度
の
体
育
行
事
は
、
 

ほ
と
ん
ど
雨
で
中
止
だ
っ
た
が
、
も
し
、
 

今
年
中
止
に
な
ら
な
け
れ
ば
 

。
雨
 

男
で
も
い
い
ノ
水
も
し
た
た
る
…
…
。
 

・
つ
ん
？
 

(T
) 


